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薗
閑
の
妓
麗

、
わ
れ
わ
れ
は
練
史
と
伝
統
を
尊
重
し
、
＝
本
に
ふ
さ
わ

し
い
中
－
‖
な
教
育
を
推
進
す
る

、
わ
れ
わ
れ
は
教
養
と
品
位
の
高
同
士
に
つ
と
め
、
墓
碑
巌
へ

の
縮
神
と
L
r
b
に
、
明
る
／
、
純
粋
な
敦
盲
を
研
跨
す
る
。

、
わ
れ
わ
れ
は
細
大
の
日
、
－
性
巌
を
尊
重
し
つ
つ
、
政
治

巻
頭
言
　
蒲
生
吾
平
没
後
一
二
〇
年
記
念

蒲
生
君
平
著
『
山
陵
志
』
と
明
治
維
新

－
令
和
の
皇
位
継
承
に
関
連
づ
け
て
－

蒲
生
君
平
研
究
家
・
博
士
（
文
拳
阿
部
邦
男

今
年
令
和
5
年
（
二
〇
二
三
）
は
、
蒲
生
君

平
（
以
下
君
平
と
略
称
）
没
後
二
一
〇
年

に
当
た
り
、
そ
の
3
月
に
講
演
の
機
会
を

与
え
て
頂
き
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

筆
者
は
高
校
時
代
、
宇
都
宮
市
内
の
史

跡
巡
り
を
す
る
中
で
、
君
平
を
祭
る
「
蒲

生
神
社
」
由
緒
書
の
文
字
の
剥
落
を
見
て
、

戦
後
G
H
Q
の
　
「
日
本
弱
体
化
政
策
」
　
の

影
響
が
君
平
の
評
価
に
も
及
ん
で
い
る
事

を
痛
感
し
、
君
平
の
再
評
価
を
志
し
た
。

君
平
は
、
明
和
5
年
（
一
七
六
八
）
宇
都
宮

に
出
生
し
、
文
化
約
年
（
一
八
三
）
1
月

5
日
江
戸
で
病
没
し
た
。
先
祖
の
蒲
生
氏

郷
に
あ
や
か
り
、
福
田
姓
を
蒲
生
姓
に
改

姓
。
講
を
秀
美
、
字
を
君
威
・
君
平
、
通

称
を
伊
三
郎
、
修
静
庵
と
号
し
た
。

儒
学
者
鈴
木
石
橋
、
黒
羽
藩
家
老
鈴
木

為
蝶
軒
、
儒
学
者
山
本
北
山
、
昌
平
坂
学

問
所
主
宰
林
述
斎
を
師
と
仰
ぎ
、
見
識
を

高
め
る
。
石
橋
の
つ
て
で
藤
田
幽
谷
と
知

り
合
い
、
以
後
親
交
を
結
ぶ
。

生
涯
に
山
陵
考
究
書
『
山
陵
志
』
、
官
職

考
究
書
『
職
官
志
』
、
国
防
提
案
書
『
不
仲

緯
』
、
政
治
改
革
書
『
今
重
畳
、
歴
史
分
析

書
『
皇
和
衷
忠
録
』
、
婦
徳
紹
介
書
の
翻
訳

書
『
女
誠
国
字
解
』
を
著
わ
す
。

遺
稿
集
と
し
て
、
茅
根
成
編
『
修
静
庵

遺
稿
』
、
県
信
縮
緬
『
蒲
生
君
平
滝
憲
世
、

票
田
寛
編
『
修
静
庵
遺
稿
拾
遺
』
、
高
浜
二

郎
編
『
浦
生
君
平
遺
稿
拾
遺
』
を
数
え
る
。

君
平
伝
に
、
藤
田
幽
谷
撰
「
蒲
生
君
城

塞
表
」
、
滝
沢
馬
琴
著
『
蒲
の
花
か
つ
み
』
、

票
田
寛
著
『
蒲
生
君
威
事
蹟
考
』
、
重
野
安

繹
撰
「
贈
正
四
位
蒲
生
君
平
碑
」
が
あ
る
。

そ
し
て
、
林
子
平
・
高
山
彦
九
郎
と
共

に
「
寛
政
の
三
奇
人
」
と
称
さ
れ
る
。

今
回
は
、
君
平
の
著
書
『
山
陵
志
』
が
明

治
維
新
に
果
た
し
た
功
績
を
探
り
た
い
。

ま
ず
、
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
7
月
4
日

付
藤
塚
式
部
宛
彦
九
郎
書
簡
に
よ
り
、
そ

の
時
期
に
既
に
「
山
陵
之
荒
廃
」
　
に
強
い

関
心
を
も
っ
て
い
た
事
が
わ
か
る
。

『
山
陵
士
聖
撰
述
の
志
は
三
段
階
と
な
る
o

第
一
段
階
寛
政
9
年
7
月
2
0
目
付
鈴

木
為
蝶
軒
宛
君
平
書
簡
に
、
水
戸
藩
『
大

日
本
史
』
「
志
類
」
へ
の
編
入
を
目
指
し
て

い
た
事
が
記
さ
れ
る
。

第
二
段
階
。
同
1
0
年
正
月
1
4
日
付
本

居
宣
長
宛
昇
平
書
簡
に
、
徳
川
光
園
が
森

さ

せ

た

「
山
陵
修

補
事
業
建

白
書
」
　
の

存
在
を
知

り
、
水
戸

藩
に
よ
る
同
事
業
実
施
を
目
指
し
た
と
み

ら
れ
る
。

最
終
段
階
文
化
4
年
（
一
八
〇
七
）
の
「
与

長
谷
川
進
物
書
」
　
に
、
小
納
戸
役
の
幕
臣

長
谷
川
進
物
を
通
し
て
『
山
陵
志
』
原
稿

本
の
幕
府
の
奥
儒
者
柴
野
栗
山
へ
の
呈
示

を
依
頼
し
、
幕
府
に
よ
る
同
事
業
実
施
を

期
待
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

『
山
陵
志
』
撰
述
に
当
た
り
、
山
陵
調
査

を
目
的
と
す
る
、
㈲
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）

Ⅱ
月
～
翌
同
9
年
7
月
1
9
日
、
㈲
同
1
2
年

正
月
～
5
月
2
4
日
の
西
遊
（
上
京
の
事
）

で
、
同
志
と
し
て
本
居
宣
長
・
竹
口
栄
斎
・

堤
広
庵
・
党
略
上
人
・
若
槻
幾
斎
・
小
沢
歴

庵
・
畠
中
頼
母
・
泰
深
上
人
の
協
力
で
、
短

期
間
で
充
実
し
た
調
査
を
果
た
し
た
。

同
書
は
、
認
査
結
果
を
基
に
確
実
な
山

陵
を
取
り
上
げ
、
君
平
の
「
律
」
に
対
す
る

歴
史
的
見
識
、
古
墳
の
変
遷
、
「
前
方
後
円
」

墳
を
名
付
け
る
と
い
う
考
古
学
的
見
識
が

凝
縮
さ
れ
、
9
3
陵
が
地
域
毎
に
ま
と
め
ら

れ
孝
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
脱
稿
し
た
。

文
化
5
年
（
一
八
〇
八
）
に
宮
部
出
版
さ
れ

た
反
響
は
大
き
く
、
幕
府
か
ら
は
二
度
の

尋
問
、
十
部
提
供
し
た
公
卿
萩
原
従
言
か

ら
光
格
天
皇
の
弟
君
聖
議
院
宮
盈
仁
法
親

王
を
経
て
、
光
格
天
皇
の
天
覧
を
得
た
。

実
際
の
動
き
と
し
て
は
、
藤
田
東
湖
書

「
回
天
詩
史
」
に
示
さ
れ
る
如
く
、
同
書
に

触
発
さ
れ
た
水
戸
藩
主
徳
川
斉
昭
が
天
保

年
間
（
一
八
三
〇
～
四
四
）
に
三
度
建
白
し
た
。

結
局
聴
許
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
光
格
天

皇
崩
御
を
機
に
な
さ
れ
た
二
度
目
に
は
、

従
来
の
院
号
か
ら
以
後
の
正
式
な
御
詮
号

の
授
与
が
許
さ
れ
る
前
例
と
な
っ
た
。

事
業
実
施
は
宇
都
宮
藩
で
、
文
久
2
年

（
一
八
六
二
）
正
月
の
坂
下
門
外
の
変
で
窮

地
に
立
っ
た
藩
の
打
開
策
と
し
て
、
君
平

の
志
を
体
し
た
藩
の
重
臣
県
信
縞
に
よ
り

提
案
さ
れ
、
同
年
間
8
月
8
日
建
白
、
同

1
4
日
許
可
さ
れ
た
。
山
陵
奉
行
に
任
命
さ

れ
た
藩
の
筆
頭
家
老
戸
田
忠
至
を
中
心
に

同
3
年
5
月
～
慶
応
元
年
（
一
八
八
五
）
　
1
2

月
に
実
施
さ
れ
、
総
計
二
二
万
七
五
六
九

両
を
か
け
て
約
5
0
陵
が
修
復
さ
れ
た
。

慶
応
2
年
（
一
八
六
六
）
1
2
月
2
5
日
孝
明

天
皇
が
崩
御
さ
れ
る
と
、
御
葬
送
御
用
取

扱
に
任
命
さ
れ
た
戸
田
忠
至
が
、
幕
府
の

承
認
を
得
て
古
制
に
則
り
高
塚
式
山
陵
の

築
造
に
奉
仕
し
、
以
後
そ
れ
が
踏
襲
さ
れ

た。
令
和
の
皇
位
継
承
で
参
拝
さ
れ
た
神
武

天
皇
陵
と
昭
和
天
皇
以
前
四
代
の
天
皇
陵

に
は
、
君
平
が
『
山
陵
志
』
に
込
め
た
志

が
深
く
関
わ
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

勅
施
碑
は
、
明
治
天
皇
が
君
平
の
功
績

を
認
め
建
立
を
命
じ
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
。
　
　
（
宇
部
富
市
公
立
中
学
校
社
会
科
教
員
・

副
校
長
（
教
頭
）
）
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岡
閏今

回
は
昨
年
夏
に
神
戸
で
行
わ
れ
た
教
研
大

会
で
の
記
念
講
演
の
要
旨
を
掲
載
し
ま
す
。

講
師
の
願
い
は
日
本
人
の
心
身
の
健
康
と
日

本
の
再
興
に
あ
り
ま
す
。
会
員
の
皆
様
の
健
康
維

持
の
参
考
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
編
集
部

皆
様
の
『
生
命
の
力
』
の
倍
増
を
ー
・

「
神
心
統
一
法
」
を
通
し
て

元
陸
上
自
衛
隊
西
部
方
面
総

監
部
幕
僚
長
・
陸
将

「
心
の
荒
廃
」
を
救
う
の
は
宗
教

現
代
社
会
は
、
経
済
的
に
豊
か
に
な
り
、

科
学
技
術
旦
民
度
に
発
達
し
、
よ
り
便
利

で
快
適
な
生
活
が
実
現
し
て
い
る
が
、
「
ス

ト
レ
ス
社
会
」
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
ま

す
ま
す
激
し
く
な
る
競
争
社
会
、
管
理
社

会
、
高
齢
社
会
化
に
よ
る
孤
独
な
ど
の
な

か
で
、
現
代
人
は
多
く
の
ス
ト
レ
ス
を
抱

え
て
お
り
、
そ
れ
が
原
因
で
「
心
の
病
」

に
か
か
る
人
が
増
え
て
い
る
。
ち
な
み
に
、

最
近
の
自
殺
者
数
は
2
0
0
3
年
の
3
万

4
4
2
7
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向
に
あ

る
も
の
の
、
依
然
2
万
人
を
超
え
て
い
る
。

日
本
人
の
「
心
の
荒
廃
・
砂
漠
化
」
を

改
善
す
る
方
策
は
様
々
あ
ろ
う
が
、
中
で

も
宗
教
は
大
き
な
助
け
と
な
る
だ
ろ
う
。

欧
米
な
ど
の
キ
リ
ス
ト
教
、
イ
ス
ラ
エ
ル

の
ユ
ダ
ヤ
教
、
中
東
ア
フ
リ
カ
な
ど
の
イ

ス
ラ
ム
教
が
人
々
に
及
ぼ
す
大
き
な
影
響

に
比
べ
、
日
本
の
宗
教
　
－
　
主
と
し
て
仏

教
　
－
　
は
日
本
人
の
心
を
潤
す
に
は
程
遠

い
と
い
う
の
が
現
状
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

日
本
で
宗
教
が
不
活
発
・
低
調
な
の
は
。

第
一
に
ソ
連
な
ど
左
翼
勢
力
の
影
響
で
、

「
宗
教
は
ア
ヘ
ン
」
と
見
る
共
産
主
義
思

想
の
唯
物
史
観
に
汚
染
さ
れ
た
こ
と
、
第

二
に
戦
後
の
経
済
発
展
と
そ
れ
に
伴
う
社

会
福
祉
な
ど
の
充
実
に
よ
り
、
日
本
人
の

貧
困
状
態
が
改
善
さ
れ
、
「
生
・
老
・
病
・

死
」
の
四
書
が
相
当
に
緩
和
さ
れ
た
こ
と
、

第
三
に
人
々
が
「
人
の
死
」
と
向
き
合
う

場
面
が
減
っ
た
か
ら
だ
と
思
う
。
戦
前
は
、

自
宅
で
死
ぬ
人
の
割
合
は
約
9
割
で
、
医

療
機
関
（
病
院
）
で
死
ぬ
人
の
割
合
は
1

割
程
度
だ
っ
た
。
そ
れ
が
、
今
日
で
は
逆

転
し
、
自
宅
で
死
ぬ
人
の
割
合
は
1
割
で
、

医
療
機
関
（
病
院
）
　
で
死
ぬ
人
の
割
合
は

9
割
に
な
っ
た
。
身
近
な
人
の
死
の
看
取

る
機
会
が
激
減
し
た
こ
と
が
、
宗
教
の
衰

退
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
の
除
梁
に
直
接
か

か
わ
っ
た
私
は
、
「
日
本
国
民
は
オ
ウ
ム
事

件
を
契
機
に
、
真
剣
に
宗
教
と
向
き
合
う

こ
と
、
す
な
わ
ち
宗
教
・
信
仰
心
の
復
興

が
急
務
で
あ
る
」
と
考
え
る
に
至
っ
た
。
。

日
本
人
の
　
「
心
」
　
の
　
「
砂
漠
化
」
を
改

善
す
る
こ
と
に
関
し
て
は
、
日
本
宗
教
界

の
責
任
は
重
い
。
宗
教
界
は
日
本
人
の

「
心
」
　
の
救
済
に
立
ち
上
が
る
べ
き
だ
ろ

ぅ
。
こ
の
間
題
は
、
宗
教
界
だ
け
の
責
任

で
は
な
く
、
国
民
的
な
課
題
で
も
あ
る
。

そ
の
“
処
方
箋
”
と
し
て
、
国
民
も
政

府
も
「
福
祉
予
算
の
配
分
」
に
論
議
が
集

中
し
て
い
る
。
し
か
し
、
「
人
は
パ
ン
の
み

に
て
生
き
る
者
に
あ
ら
ず
」
（
マ
タ
イ
に
よ

る
福
音
書
中
卓
H
）
と
い
う
訓
え
を
忘
れ

て
い
る
よ
う
だ
。
人
間
に
と
っ
て
、
生
き

る
こ
と
と
死
ぬ
こ
と
に
関
し
て
、
心
の
支

え
に
な
る
の
は
究
極
的
に
は
宗
教
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

日
本
と
は
反
対
に
、
世
界
で
は
宗
教
が

ク
ロ
ー
ア
ッ
プ
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
冷
戦
構

造
が
崩
壊
し
「
宗
教
は
ア
ヘ
ン
」
と
見
る

共
産
主
義
が
裏
返
し
た
今
日
で
は
、
キ
リ

ス
ト
教
（
カ
ト
リ
ッ
ク
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

ト
、
正
教
な
ど
各
派
）
、
イ
ス
ラ
ム
教
（
シ

ー
ア
派
や
ス
ン
ニ
派
な
ど
）
、
ユ
ダ
ヤ
教
な

ど
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、
宗
教
間
の

軋
轢
が
強
ま
り
つ
つ
あ
る
。
こ
の
様
を
見

る
に
つ
け
、
私
は
「
2
1
世
紀
は
宗
教
の

世
紀
」
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
私

達
日
本
人
も
、
真
剣
に
宗
教
と
向
き
合
う

時
期
を
迎
え
て
い
る
も
の
と
確
信
す
る
。

そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
カ
ト
リ
ッ
ク

と
中
村
天
風
師
の
「
心
身
統
一
法
」
を
支

え
と
す
る
私
の
「
神
心
統
一
法
」
に
つ
い

て
紹
介
し
た
い
。

中
村
天
風
の
「
心
身
統
一
法
」

天
風
財
団
の
H
p
に
よ
る
と
、
（
心
と
体

を
積
極
化
す
る
こ
と
で
人
間
が
本
来
持
っ

て
い
る
「
潜
在
勢
力
」
を
引
き
出
し
、
幸

福
で
充
実
し
た
人
生
を
作
り
上
げ
る
こ
と

が
で
き
る
も
の
で
す
。
1
0
0
年
以
上
に

わ
た
り
、
多
く
の
方
に
実
践
さ
れ
続
け
て

き
た
メ
ソ
ッ
ド
で
す
）
　
と
あ
る
。

天
風
は
一
切
の
万
物
を
創
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
本
源
で
あ
る
宇
宙
霊
（
神
仏
に
相
当
）

と
人
間
の
か
か
わ
り
を
次
の
よ
う
に
説
明

し
て
い
る
。

（
宇
宙
霊
と
人
間
は
「
心
」
　
で
繋
が
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
「
人
間
の
心
が

絶
対
に
積
極
的
な
状
態
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
い
う
条
件
が
付
い
て
い
ま
す
。

人
間
の
心
の
持
ち
方
、
思
考
の
在
り
方
を

積
極
的
・
プ
ラ
ス
に
保
て
ば
宇
宙
エ
ネ
ル

ギ
ー
（
宇
宙
霊
）
と
人
間
の
心
は
相
互
に

関
係
・
リ
ン
ク
し
一
体
化
し
、
人
間
に
宇

宙
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
作
用
し
ま
す
。
こ
の
こ

と
を
も
っ
と
簡
単
に
い
え
ば
、
「
人
生
は
心

一
つ
の
置
き
ど
こ
ろ
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

つ
ま
り
人
生
は
心
の
持
ち
よ
う
が
す
べ
て

を
決
め
）
f
I
と
い
う
こ
と
で
す
。
〉

で
は
、
ど
う
や
っ
て
自
分
の
心
を
積
極

的
に
保
つ
か
。
そ
れ
は
、
潜
在
意
識
を
積

極
化
す
る
こ
と
に
尽
き
る
。
人
間
の
意
識

は
実
在
意
識
と
潜
在
意
識
が
あ
る
が
、
潜

在
意
識
の
方
が
支
配
的
で
あ
る
。

朝
起
き
て
か
ら
寝
る
ま
で
、
決
し
て
ネ

ガ
テ
ィ
ブ
な
言
葉
を
使
わ
ず
、
考
え
も
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
で
あ
る
こ
と
が
絶
対
条
件
だ
。

さ
ら
に
は
後
で
述
べ
る
よ
う
な
様
々
な
手

法
で
自
己
暗
示
を
繰
り
返
し
、
潜
在
意
識

を
積
極
化
す
る
努
力
が
必
要
だ
。
こ
れ
を

実
践
す
れ
は
、
幸
福
で
充
実
し
た
人
生
を

作
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

天
風
師
は
「
生
命
の
力
」
に
つ
い
て
次
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の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

（
「
心
身
統
一
法
」
と
い
う
一
つ
の
ド
ク

ト
リ
ン
　
（
教
義
）
は
、
健
康
と
運
命
と
を

完
全
に
す
る
生
命
要
素
と
い
う
も
の
を
つ

く
る
こ
と
を
そ
の
プ
リ
ン
シ
プ
ル
（
根
幹
）

に
し
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
生
命
要
素

と
は
何
か
と
い
う
と
、
平
た
い
言
葉
で
申

し
上
げ
る
と
健
康
や
運
命
を
両
立
的
に
完

成
す
る
の
に
必
要
な
「
生
命
の
力
」
　
で
あ

り
ま
す
。
私
は
こ
の
力
を
あ
な
た
方
の
ご

理
解
の
便
宜
上
、
六
種
類
に
分
け
て
何
時

も
説
明
し
て
い
ま
す
。
）
（
中
村
天
風
著
『
成

功
の
実
現
』
日
本
経
済
合
理
化
協
会
）

六
つ
の
力
と
は
、
（
一
、
体
力
　
二
、
胆

力
（
泰
然
自
若
の
力
強
さ
）
　
三
、
判
断

力
　
四
、
断
行
力
（
実
行
力
）
五
、
滴
力

六
、
能
力
（
生
命
力
の
あ
る
人
と
い
う
の

は
自
分
の
能
力
を
発
揮
で
き
る
人
の
こ

と
）
）
　
で
あ
る
。

天
風
師
は
、
自
ら
が
そ
の
哲
学
の
実
践

者
と
し
て
「
生
命
力
」
を
十
分
に
発
揮
し

て
生
き
て
い
た
。

私
の
「
神
心
統
一
法
」

宗
教
が
低
迷
し
信
仰
心
が
衰
退
し
っ
つ

あ
る
現
状
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
個
人
の

宗
教
と
「
心
身
統
一
法
」
を
融
合
さ
せ
る

私
の
　
「
神
心
統
一
法
」
に
よ
り
、
宗
教
・

信
仰
心
を
復
興
さ
せ
る
と
同
時
に
、
人
々

の
　
「
生
命
の
力
」
を
強
化
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
混
迷
を
深
め
る
日
本
に
極
め
て
重
要

だ
と
思
う
。
そ
の
普
及
に
よ
り
、
宗
教
・

信
仰
心
が
復
興
さ
れ
る
と
同
時
に
天
風
師

の
　
「
心
身
統
一
法
」
に
も
新
た
な
展
望
が

開
け
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

松
本
幸
夫
氏
は
『
中
村
天
風
伝
』
（
総
合

法
令
）
　
の
中
で
「
天
風
哲
学
は
、
常
に
進

化
・
向
上
し
て
い
く
教
え
で
あ
る
」
と
述

べ
て
い
る
。
「
心
身
統
一
法
」
を
、
新
た
な

視
点
か
ら
創
意
工
夫
し
て
継
承
発
展
さ
せ

る
こ
と
は
、
天
風
師
の
遺
志
に
沿
う
も
の

で
あ
る
信
ず
る
。

「
神
心
統
一
法
」
の
時
代
的
な
意
義

生
き
残
り
の
関
頭
に
立
つ
日
本
は
、
今

こ
そ
「
神
心
統
一
法
」
　
で
国
民
の
　
「
生
命

の
力
」
を
倍
増
す
べ
き
だ

日
本
を
取
り
巻
く
情
勢
は
悪
化
・
緊
迫

化
の
一
途
を
辿
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

そ
の
第
一
の
原
因
は
世
界
的
な
パ
ン
デ
ミ

ッ
ク
・
コ
ロ
ナ
流
行
の
長
期
化
だ
。
0
0

の
時
点
で
、
感
染
者
数
は
▽
▽
人
、
死
者

は
X
X
人
に
も
及
ぶ
。
コ
ロ
ナ
の
社
会
、

経
済
に
及
ぼ
す
影
響
は
甚
大
で
あ
る
。
コ

ロ
ナ
の
名
前
の
通
り
、
世
界
は
「
心
」
も

「
経
済
」
も
「
社
会
」
も
み
な
皆
既
日
食

に
見
舞
わ
れ
た
よ
う
に
暗
く
沈
ん
で
い
る
。

日
本
に
お
い
て
も
、
コ
ロ
ナ
の
被
害
は

深
刻
で
、
0
0
の
時
点
で
、
感
染
者
数
は

▽
▽
人
、
死
者
は
×
×
人
に
も
及
ん
で
い

る
。
コ
ロ
ナ
の
ダ
メ
ー
ジ
は
戦
争
が
長
期

化
し
た
様
相
に
似
て
い
て
、
社
会
・
経
済

な
ど
は
も
と
よ
り
人
々
の
心
を
も
蝕
み
限

界
に
達
し
っ
つ
あ
る
よ
う
だ
。
そ
の
影
響

と
み
ら
れ
る
悪
質
な
放
火
・
殺
人
事
件
な

ど
が
増
加
し
て
い
る
。

二
つ
目
の
原
因
は
米
車
覇
権
争
い
で
あ

る
。
軍
事
力
に
お
い
て
台
頭
著
し
い
中

国
・
習
近
平
は
米
国
へ
の
挑
戦
を
敢
行
し

て
い
る
。
中
国
は
台
湾
へ
の
侵
攻
を
も
公

言
し
て
お
り
、
そ
の
場
合
は
日
本
も
戦
闘

に
巻
き
込
ま
れ
る
の
は
必
定
だ
ろ
う
。
核

兵
器
を
手
に
し
た
北
朝
鮮
も
矢
継
ぎ
早
に

ミ
サ
イ
ル
実
験
を
繰
り
返
し
て
お
り
、
我

が
国
に
対
す
る
脅
威
は
刻
一
刻
と
高
ま
り

つ
つ
あ
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
　
「
日
本
が
沈

浸
し
か
ね
な
い
」
恐
れ
が
あ
る
。

三
つ
め
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
だ
。
最
悪

の
場
合
は
第
三
次
世
界
大
戦
に
エ
ス
カ
レ

ー
ト
す
る
恐
れ
が
あ
る
。
ま
た
、
欧
州
の

戦
火
が
ア
ジ
ア
に
飛
び
火
し
、
中
国
の
台

湾
・
尖
閣
侵
攻
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
な
最
悪
の
環
境
下
で
、
私
は
、

生
き
残
り
の
関
頭
に
立
つ
日
本
の
起
死
回

生
の
“
妙
手
”
と
し
て
国
民
が
　
「
神
心
統

一
法
」
を
実
践
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

こ
の
よ
う
な
中
、
日
本
で
は
少
子
高
齢

化
が
加
速
し
、
社
会
・
経
済
が
沈
滞
化
し

つ
つ
あ
る
。
日
本
は
「
起
死
回
生
」
　
の
政

策
を
考
え
な
け
れ
ば
将
来
を
拓
く
こ
と
は

で
き
な
い
だ
ろ
う
。

私
は
、
生
き
残
り
の
関
頭
に
立
つ
日
本

の
起
死
回
生
の
“
妙
手
”
と
し
て
国
民
が

「
神
心
統
一
法
」
を
実
践
す
る
こ
と
を
期

待
し
た
い
。

「
神
心
統
一
法
∵
－
あ
な
た
の
宗
教
と

天
風
の
　
「
心
身
統
一
法
」
　
の
融
合
－
の
普

及
に
よ
り
天
風
の
言
う
「
生
命
の
力
（
人

間
力
）
」
を
強
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。
打
ち

沈
ん
だ
一
人
一
人
の
人
間
の
心
を
活
性
化

で
き
れ
ば
、
「
個
人
の
幸
福
を
か
な
え
る
」

と
同
時
に
「
1
億
個
民
の
『
生
命
の
力
（
人

間
力
）
』
力
を
倍
増
（
＝
2
億
人
力
）
」
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
「
神
心
統
一
法
」
に
よ

り
日
本
人
の
「
生
命
の
力
（
人
間
力
）
」
を

倍
増
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
経
済
の
停
滞
も
、

安
全
保
障
の
強
化
も
図
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

天
風
の
教
え
が
、
戦
後
の
復
興
に
寄
与

し
た
よ
う
に
、
日
本
の
閉
塞
状
況
を
打
開

す
る
た
め
に
は
日
本
人
の
　
「
心
」
を
変
革

す
る
必
要
が
あ
る
。

天
風
は
人
の
　
「
心
」
と
「
体
＝
身
」
を

統
一
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
が
、
私
は
そ

れ
を
さ
ら
に
「
神
（
仏
）
」
　
（
天
風
の
　
「
宇

宙
霊
」
　
で
は
な
く
皆
様
の
　
「
具
体
的
な
神

（
仏
）
」
）
と
「
人
の
心
」
を
統
一
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
る
。

日
本
人
の
打
ち
沈
ん
だ
「
心
」
を
活
性

化
す
る
た
め
に
「
神
心
統
一
法
」
を
活
用

す
れ
ば
、
財
政
投
資
は
1
円
も
必
要
な
く
、

日
本
を
抜
本
的
に
強
化
で
き
る
。

私
の
終
生
の
目
標
は
、
微
力
だ
が
　
「
神

心
統
一
法
」
　
に
よ
っ
て
、
多
く
の
悩
め
る

方
々
を
勇
気
づ
け
、
そ
の
人
生
を
強
く
幸

せ
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

「
神
心
統
一
法
」
　
は
未
だ
完
成
の
途
上

に
あ
る
。
私
自
身
を
実
験
台
と
し
て
倦
ま

ず
弛
ま
ず
改
良
・
工
夫
を
重
ね
て
参
り
た

↓

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

文

責

　

編

集

部

）
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岐
阜
県
教
育
悲
話
会
第
六
代
会
長

後
藤
悦
男
横
道
悼
特
集

昨
年
十
二
月
一
日
、
元
会
長
の
後
藤
悦

男
様
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
満
九
十
歳
で

し
た
。後

藤
元
会
長
は
、
平
成
十
三
年
七
月
に

第
五
代
会
長
田
中
康
義
様
の
逝
去
に
伴
い

会
長
を
引
き
継
い
で
い
た
だ
き
、
後
藤
締

卵
場
の
社
長
を
退
か
れ
る
ま
で
、
九
年
間

の
長
き
に
わ
た
り
会
長
を
務
め
て
い
た
だ

け
ま
し
た
。
機
関
紙
に
た
び
た
び
寄
稿
を

さ
れ
、
会
の
活
動
を
引
っ
張
っ
て
も
ら
え

ま
し
た
。
左
に
掲
載
さ
れ
た
主
な
御
文
章

の
タ
イ
ト
ル
を
列
記
し
、
在
り
し
日
の
ご

活
躍
を
偲
び
た
い
と
思
い
ま
す
。
編
集
部

資
料
「
後
藤
悦
男
一
票
曹
長
の
寄
稿
文
」

9
2
号
「
昭
和
天
皇
陛
下
の
御
徳
に
感
謝
報

恩
の
誠
を
捧
ぐ
」
平
成
元
年
六
月

9
3
号
「
高
校
生
の
国
際
研
修
旅
行
と
国
際

交
流
の
成
功
に
感
動
し
て
」
同
十
二
月

1
0
4
号
「
高
校
生
の
海
外
研
修
へ
の
支
援
」

平
成
四
年
十
二
月

鵬
号
「
四
つ
の
生
活
信
条
」
平
成
六
年
五
月

Ⅲ
号
「
戦
後
五
十
年
日
本
の
復
興
に
想

う
」
平
成
七
年
二
月

1
2
4
号
「
国
際
人
と
し
て
活
躍
を
め
ざ
す
高

校
生
へ
の
希
望
」
平
成
十
一
年
九
月

1
3
1
号
「
〝
心
の
教
育
〟
の
振
興
を
」
平
成

十
四
年
六
月
（
こ
の
号
よ
り
会
長
と
し
て
）

鵬
号
「
名
誉
県
民
土
屋
斉
様
に
感
謝
報
恩

の
誠
を
捧
ぐ
」
平
成
十
五
年
十
一
月

1
3
7
号
「
長
谷
虎
治
様
に
報
恩
感
謝
の
誠
を

捧
ぐ
」
平
成
十
六
年
五
月

1
3
9
号
「
日
本
教
師
会
冬
季
研
修
会
歓
迎
挨

拶
『
正
し
い
心
の
育
成
を
』
」
平
成
十
七

年
二
月

1
4
3
号
「
岐
阜
県
教
育
懇
話
会
・
岐
阜
県
教

育
振
興
会
の
事
業
協
力
に
感
謝
を
捧

ぐ
」
平
成
十
八
年
三
月

Ⅲ
号
「
中
部
事
務
機
（
擾
会
長
辻
欣
一

様
に
感
謝
報
恩
の
誠
を
捧
ぐ
」
平
成
十

八
年
九
月

1
4
5
号
「
日
本
教
師
会
冬
季
研
修
会
へ
の
期

待
」
平
成
十
九
年
三
月

1
5
0
号
「
正
直
で
正
し
い
人
間
教
育
」
平
成

二
十
年
十
月

1
5
2
号
「
今
上
天
皇
御
即
位
二
十
年
を
寿
ぎ

天
皇
皇
后
両
陛
下
御
成
婚
五
十
年
を
お

祝
い
し
ま
す
」
平
成
二
十
一
年
六
月

1
5
7
号
「
国
際
人
と
し
て
活
躍
せ
ん
と
す
る

大
学
生
へ
」
平
成
二
十
三
年
三
月

〝
誠
に
生
き
た
人
〟

後
藤
悦
男
先
生
を
悼
む

岐
阜
県
教
育
懇
話
会
理
野
　
後
藤
葦
嘉

後
藤
締
卵
場
前
社
長
後
藤
悦
男
先
生
は

常
に
　
「
日
本
人
は
ど
う
あ
ら
ね
ば
な
ら
な

い
か
」
　
を
言
動
の
起
点
に
さ
れ
た
。

先
生
と
の
出
会
い
は
今
か
ら
半
世
紀
ほ

ど
前
に
な
る
が
、
県
高
等
学
校
P
T
A
連

合
会
長
で
あ
ら
れ
た
時
、
関
市
内
の
中
学

校
へ
講
演
を
お
願
い
し
た
こ
と
に
よ
る
。

米
国
ア
イ
オ
ワ
州
立
大
学
に
留
学
経
験

の
あ
る
先
生
は
、
当
時
の
ケ
ネ
デ
ィ
大
統

領
と
キ
ン
グ
牧
師
の
二
人
を
例
に
「
国
家

へ
の
貢
献
」
と
「
民
族
の
誇
り
と
ま
ご
こ

ろ
」
を
人
生
の
指
針
と
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
話
さ
れ
た
。

古
里
を
愛
し
、
皇
室
を
無
二
の
宝
と
貴

ば
れ
、
締
卵
場
の
社
是
「
今
日
も
多
く
の

人
の
お
役
に
立
ち
ま
す
よ
う
に
」
　
の
ま
ま

に
生
き
ら
れ
た
先
生
。
長
き
に
わ
た
っ
て

薫
陶
を
い
た
だ
け
た
こ
と
に
感
謝
し
っ
つ
、

そ
の
ご
恩
に
報
い
る
た
め
に
も
、
先
生
の

教
え
を
胸
に
生
き
て
い
き
た
い
と
思
う
。

後
藤
悦
男
元
会
長
の
逝
去
を
悼
み

報
恩
感
謝
の
誠
を
捧
げ
ま
す

前
事
務
局
長
　
橋
本
秀
雄

元
会
長
は
実
に
謙
虚
で
や
さ
し
い
お
人

柄
で
あ
っ
た
。
西
野
町
の
後
藤
締
卵
場
本

社
を
訪
れ
る
と
、
椅
子
か
ら
立
ち
上
が
り
、

合
掌
を
し
て
迎
え
て
下
さ
っ
た
。

会
の
進
行
状
況
や
お
願
い
事
を
、
よ
く

聞
い
て
、
後
押
し
を
し
て
い
た
だ
け
た
。

し
か
し
、
ご
自
身
の
考
え
を
示
さ
れ
る

時
は
丁
寧
に
確
信
を
も
っ
て
語
ら
れ
た
。

本
会
発
足
当
初
か
ら
身
近
に
お
ら
れ
た
だ

け
に
、
趣
旨
を
ふ
ま
え
て
の
お
言
葉
で
あ

っ
た
。
御
文
章
を
見
る
と
、
「
報
恩
感
謝
」

と
い
う
言
葉
が
目
に
と
ま
る
。
人
や
物
事

に
対
し
て
常
に
こ
の
姿
勢
で
あ
ら
れ
た
の

だ
。
私
も
元
会
長
か
ら
い
た
だ
い
た
多
く

の
ご
恩
に
報
い
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。

徴
鳳
熱
感
　
江
戸
時
代
の
武
士
は
剣
術
修

行
の
ほ
か
に
様
々
な
職
務
に
つ
い
て
い
た
。

勘
定
奉
行
は
い
ま
の
財
政
、
町
奉
行
は
警

察
、
代
官
は
出
張
所
長
、
町
奉
行
の
部
下

は
検
事
と
裁
判
官
を
兼
ね
た
与
力
、
刑
事

は
同
心
と
い
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
組
織

は
、
呼
び
名
は
違
い
ま
す
が
、
い
つ
の
時

代
に
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
基
礎
に
し

て
明
治
維
新
後
に
西
欧
の
制
度
、
文
物
の

取
り
込
み
が
で
き
た
の
で
す
▲
武
士
は
支

配
者
で
あ
り
遊
ん
で
贅
沢
を
し
た
と
い
う

教
え
方
は
誤
り
で
す
。
こ
れ
は
共
産
主
義

の
支
配
す
る
者
と
さ
れ
る
者
の
理
論
を
あ

て
は
め
て
労
働
者
は
政
府
、
経
営
者
を
打

ち
倒
せ
と
呼
び
か
け
る
た
め
の
方
便
で
す
。

明
治
の
市
民
平
等
は
武
士
の
特
権
で
あ
る

戦
う
権
利
を
国
民
が
得
た
の
で
す
。
先
進

国
の
欧
米
で
市
民
が
戦
う
と
誇
ら
か
に
い

う
理
由
が
こ
こ
に
あ
り
ま
す
▲
明
治
以
降

の
文
学
は
封
建
制
度
下
の
人
情
を
否
定
し

ま
し
た
。
芥
川
は
芭
蕉
の
死
に
際
し
て
、

弟
子
が
ニ
コ
ニ
コ
し
て
い
る
姿
を
描
い
て

そ
の
心
は
、
こ
れ
で
自
分
に
あ
れ
こ
れ
言

う
鬱
う
し
い
者
が
い
な
く
な
っ
た
と
。
ま

た
、
先
生
に
死
に
水
を
進
め
ら
れ
て
も
後

ず
さ
り
す
る
弟
子
の
心
を
、
死
を
間
近
に

し
た
芭
蕉
の
肌
が
土
色
に
変
わ
っ
て
い
く

の
に
お
の
の
い
た
と
綴
っ
た
の
も
誤
り
で

す
▲
時
勢
と
い
う
時
の
流
れ
に
乗
っ
て
、

時
勢
が
変
わ
る
と
慌
て
ふ
た
め
く
の
か
、

一
念
を
と
お
す
の
か
、
子
供
へ
の
影
響
は

は
か
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
Y


